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事務事業名 公共施設等サイン管理 事業番号 017-009

担当部署名 建築都市 都市計画 都市景観

令和３年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和2年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

4

事業の概要

Ⅰ．基本情報

有 取組 観光客の受け入れ環境の整備推進

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ―

ゴール⑻働きがいも経済成長も ターゲット

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値

無

―

8.9

―

施策― 　―　

実施根拠
堺市公共施設案内サイン整備計画、堺市公共施設案内サイン維持管理計画

（根拠法令、条例等）

指標名 ―

2 関連計画

事業開始年度 平成 7

無 現状値 ― 目標値 ―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

本庁

点検年度 令和 5 年度

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

市民（約83万人）、来訪者

公民連携・協働事業

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

公共施設等利用の利便性向上に向けて、公共施設案内サインを適切に管理することにより、市民等の生活利便を向

上させる。

5

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

・堺市公共施設案内サイン整備計画に基づく秩序ある整備の実施や、堺市公共施設案内サイン維持管理計画に基づ

く適切な維持管理を行うことにより、広範囲から訪れる不特定多数の人々を円滑に市内の公共施設等に誘導できるよう

利便性の向上を図る。

・令和2年度は、地図等の案内表示の更新や、サインの安全点検を実施した。

主な支出先（委託・補助金・負担金等） サイン作成業者

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

事業の成果や活動実績の測定

11

定性的な成果目標 単位
実績 目標 目標

公共施設等利用者を円滑に誘導でき

る環境管理
箇所

目標値 - 47

当該目標を設定した理由 公共施設案内サインを適切に管理することにより、市内の公共施設等に誘導できるようになるため。

令和元年度 令和2年度 令和3年度

サイン安全点検の実施 箇所

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和5年度 

点検年度

目標に対する実績 公共施設案内サイン管理数255基

実績値 31

達成率 #VALUE!

実績値 31 56

達成率 - 119%

当該指標を選定した理由 公共施設案内サインの安全点検を実施することにより、安心して利用できるようになるため。

目標値の設定根拠・算出方法 設置後の経過年数を考慮し、実施する点検の目標値を設定。

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 - 47 51



（ ）
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事務事業名 公共施設等サイン管理 事業番号 017-009

令和3年度　事務事業評価シート（２）

13

項　　　目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

Ⅲ．投入量
事業コスト （単位：千円）

事業費  (a)

市債

決算 決算 予算 決算 予算

財

源

内

訳

国支出金

6,088 1,652 2,949 1,294 3,482

府支出金　

受益者負担金(使用料、手数料等）　

その他

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 11,008 5,702 10,329 8,674 13,732

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 6,088 1,652 2,949 1,294 3,482

人件費  （ｂ） 4,920 4,050 7,380 7,380 10,250

16

事

業

費

内

訳

項　　　目 年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

2

R2 決算 0

R3 予算 2,950 2,950 R3 予算

R2 決算 0

公共施設案内サイン重点整備業

務

R2 決算 1,289 1,289
消耗品費

R2 決算

事業費

0

R3 予算 0 R3 予算 2

公共施設案内サイン修繕業務等

（緊急）

R2 決算 0 R2 決算

公共施設案内サイン修繕業務等

R3 予算 180 180 R3 予算

R3 予算 0 R3 予算
印刷製本費

R2 決算 5 5 決算

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

備考（算出についての説明等）

施設等修繕料
R2 決算 0 R2 決算

① サイン安全点検の実施箇所数 箇所

Ⅳ．事業の効率性
単位当たり経費

17

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19
公共施設案内サインの安全点検や表示内容の改修等を適切に行うことにより、市民や来訪者などの方々を市内の公共施設等に円滑に誘導できるよ

うにすることで、利便性の向上に寄与することができた。

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18

公共施設案内サインの適切な維持管理に向け、現地確認を行いながら改修内容を精査することにより、当初想定よりも多くの案内サインの安全点検

及び表示内容の改修等を効率的に行うことができた。

安全点検を実施することで、安心して案内サインを利用することができるようになり、広範囲から訪れる不特定多数の人々を円滑に市内の公共施設等

に誘導することにより、利便性向上に寄与した。

予算

その他保険料
50 50

R2

300 300 R3 予算

単位区　　分 令和元年度

31

5,702

183,936

令和2年度

56

8,674

154,893

R3

うち

一般財源


